
 

令和元年度北杜市環境保全事業実施報告書 

団 体 名 
ニホンヤマネ保護研究グループ 

事 業 名 
北杜市の動物「ヤマネ」を保護するための研究 

事業概要 

※実施内容、事業

期間等を記入し

てください。 

１）巣箱調査：ヤマネ生息数減少の顕在化 

清里では 1988 年から巣箱調査を継続してきた。調査地は 

標高 1500m から 1600m で徐々に調査地を拡大し、現在、約

54ha の調査地に約 320 個の巣箱を架設してきた。2019 年度も

4 月から毎月 1 回、巣箱内の利用状況を定期的に調査した。 

ヤマネを確認したのは、7 月の 1 頭のみであった。このよ

うなことはこれまででも殆どなく、2005 年からヤマネの生息

密度は激減傾向を明確に示した（図 1）。 

 

   図１．清里におけるヤマネ生息密度の減少 

 

ヤマネ減少の要因は次の 4 点が考えられる。１つは地球温暖

化におる気温上昇、２つめは積雪量の減少３つめは植生変化、

４つめは、人によるフクロウ巣箱増設に捕食者の人工的な増加

である。 

 ヤマネは冬季、平均気温 8.8℃以上になると冬眠から覚醒す

る。温暖化により気温が上昇し、覚醒しても森に餌となる花が

ないので、八ヶ岳南麓ではヤマネは危険な状況となる可能性が

ある。 

次に、ヤマネは冬眠する際、雪の下の地中で冬眠する。雪は

温度変化を緩衝する働きがあるため、雪が安定した冬眠を保証

するのである。しかし、近年、積雪の減少が八ヶ岳南麓に顕著

のため、ヤマネは安定した冬眠をできなくなってきた可能性が

ある。 



 

 また、ヤマネは、低木、亜高木、高木のバランスととれた森

が必要であるが、最近そのバランスを喪失した森が生じている。 

 さらに、八ヶ岳山麓では人の手による 2005 年頃よりフクロウ

の巣箱架設が進んでいる。その結果、多数のフクロウの雛の巣

立ちが確認されている。生態系のトップを増やしていることを

意味する。河口湖では 1 羽のフクロウは年間、約 15 ㎏（ヒメネ

ズミ換算で約 1077 頭）の哺乳類を捕食する（白石・北原,2007）。

ヒメネズミなどの齧歯類は、地域の生態系の基盤を構成してい

る生態系の中で重要な位置を占めている。基盤の喪失は、森林

生態系の形成に揺るがす大きな影響を及ぼすと考えられる。  

ヤマネのおいても、八ヶ岳山麓では、フクロウ用巣箱でヤマネ

の死体が確認されいる。このようにフクロウの巣箱設置は、森

の生態系の基盤を揺らがせ、天然記念物であり北杜市の動物で

あるヤマネを危機に導く可能性がある。フクロウも市の動物で

あるが、北杜市として、フクロウ巣箱の設定中止勧告を出す必

要があると考える。 

巣箱にはヤマネ（図２）が入り、シジュウカラが抱卵してい

た（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 図２．巣箱内のヤマネ   図３．巣箱内で抱卵する 

                 シジュウカラ 

 

 

 

 

 

  図４．ヤマネの巣          図５．ヒメネズミの仔 
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そして、ヤマネの巣（図 4）が 5 月 2 日に確認されたことから、



 

清里では 2019 年は 5月初めには冬眠から覚めていることが示さ

れた。 

 なお、発信器調査を行う計画であったが、捕獲したヤマネは

発信器を装着できる体重まで達していなかったため発信器調査

はできなかった。さらに、これ以後、ヤマネの確認はできなか

ったため、発信器調査はできなかった。 

２）日英でのヤマネ減少についてのシンポジウム 

 2019 年 7 月に東京において、ロンドン大学元教員モリス博士

（国際ヤマネ会議議長）と湊が日英で減少しているヤマネの保

護についてシンポジウムを開催し、新潟や愛知・山梨から 30 人

ほどがあつまった（資料①,②,③）。イギリスのヨーロッパヤマ

ネの減少要因はヤマネの繁殖の弱さ、気候変動への弱さ、コリ

ドーの喪失ヤマネにとっての好適な森林減少などにあった。清

里のニホンヤマネの減少要因は、人による天敵のフクロウに巣

箱増設、温暖化、積雪量の減少などが考えられる。今後、同じ

ヤマネ科の２種の現状をさらに比較しながら、森の代表種であ

るヤマネの減少日英の市民に伝え、具体策提案し、ヤマネ保護

にあたる。               

３）ヤマネ出前授業 

 白州小学校（２グループを対象に 2 回）、と高根東小学校（低

学年に 1 回）でヤマネ出前授業を計 3 回実施した。高根東小学

校は 2018 年度に続き依頼をいただいた。湊はパワーポイントを

用い、ヤマネの不思議と保護のことを伝えた（資料④）双方の

児童はヤマネのお話を親しみ深くきき、故郷に棲むヤマネを学

んだ。 

４）調査地整備作業 

 1988 年からの調査地は、今に至るまで巣箱の交換作業を何回

か行ってきた。2019 年 11 月に、ボランティアの 5 名の支援を得

て巣箱 320 個を外し、処理する作業を行った。 

５）自然観察会 

 2020 年 2 月 23 日に「北杜市で暮らす動物を調べよう」＝動物

の痕跡調査から＝（資料⑤）を準備し、企画し、参加者も地元

や東北地方から申し込みをいただいた。しかし、新型コロナ蔓

延のため、この催しを中止せざるをえなかった。 

 

 



 

６）新たな巣箱調査 

 八ヶ岳山麓での新たなヤマネ調査地を 2 ヶ所設定した。１つ

は白幡神社周辺で、巣箱 10 こを架設し、調査を行ったヤマネの

確認はなかった。2 つは、学校寮周辺で、巣箱 40 こを架設した。 

７）リスのロードキル 

若林の信号周辺でリスのロードキルが長年にわたり継続的に

確認されている。アニマルパスウェイがこの周辺に必要である

ことが明確となってきた。 

８）活動のマスメディアによる紹介 

 １：フジテレビ・BS フジ：2019 年 7 月 31 日と 8 月 10 日 

   フジテレビの「SDGs フューチャーズ ランナーズ」で湊の 

アニマルスウェイによるヤマネ保護活動が「SDGｓへの参

画：アニマルパスウェイ」として関東圏及び全国に放送さ

れた（資料⑥）。 

 ２：山梨日々新聞：2019 年 9 月 15 日  

山梨日々新聞のコラム欄「時評」で「ヤマネ保護は未来

を守ること」として湊が執筆（資料⑦）。 

 ３：朝日小学生新聞と朝日中高生新聞 2020 年 1 月 1 日  

2020 年はねずみ年なので、ヤマネがネズミの仲間の代表 

選手としてヤマネのことが 1 面全体で紹介された。北杜 

市発信のアニマルパスウェイも全国の子どもたちが知 

り、学ぶこととなった。 

    

備  考 

資料①日英ミニシンポジウムのちらし 

資料②モリス博士によるスピーチの PPT 

資料③ヨーロッパヤマネ減少のスピーチ PPT 

資料④高根東小学校児童への PPT 

資料⑤自然観察会のチラシ 

資料⑥フジテレビ・BS フジのフューチャーズランナーズ 

   の案内 

資料⑦山梨日々新聞のコラム「時評」 

資料⑧朝日中高生新聞の縮小コピー 

 

 












































